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矢
島
ク
ラ
ブ

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

県
予
選
会
で
優
勝！ 

全
国
大
会
へ

　

七
月
二
十
四
日
に
秋
田
市
の
河
辺
体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
第
一
回
全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
冬
季

大
会
秋
田
県
予
選
会
で
、矢
島
ク
ラ
ブ（
佐
藤
美
代
子

監
督
）が
初
優
勝
に
輝
き
、
十
二
月
に
福
岡
県
福
岡
市

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

八
月
五
日
に
は
長
谷
部
市
長
の
も
と
へ
優
勝
の
報

告
に
訪
れ
ま
し
た
。
佐
藤
監
督
は
「
楽
し
み
な
が
ら

も
、
県
の
代
表
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
試
合
を
し

て
き
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
長
谷
部
市
長
も
「
秋

田
県
の
代
表
と
し
て
、
全
国
大
会
で
も
頑
張
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

　

チ
ー
ク
ワ
ー
ク
が
よ
く
、
練
習
熱
心
だ
と
評
さ
れ

る
同
ク
ラ
ブ
。
ま
ず
は
、
全
国
で
の
一
勝
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
練
習
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
頑
張
れ！ 

矢
島
ク
ラ
ブ！

小
友
唯
心
塾
柔
道
ス
ポ
少

二
階
級
で
全
県
制
覇

　

七
月
三
日
に
秋
田
市
の
県
立
武
道
館
で
開
催

さ
れ
た
第
八
回
全
国
小
学
生
学
年
別
柔
道
大
会

秋
田
県
予
選
（
第
十
四
回
秋
田
県
小
学
生
柔
道

選
手
権
大
会
）で
、
五
年
男
子
の
部
・
45
㎏
超
級

に
出
場
し
た
今
野
太
智
君（
小
友
小
）と
、
六
年

男
子
の
部
・
50
㎏
超
級
に
出
場
し
た
佐
藤
永
希
君

（
尾
崎
小
）
が
と
も
に
優
勝
を
果
た
し
、
八
月

二
十
八
日
に
大
阪
市
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ

る
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
八
日
に
は
市
長
室
を
訪
れ
、
長
谷

部
市
長
に
優
勝
報
告
を
し
ま
し
た
。
今
野
君
と

佐
藤
君
は
「
い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
全
国
大
会
で

も
優
勝
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、
長
谷
部
市

長
は
「
優
勝
お
め
で
と
う
。
秋
田
県
代
表
と
し

て
の
自
信
と
誇
り
を
持
ち
、
頂
点
を
目
指
し
て

強
い
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励

し
ま
し
た
。

◆秋田市民から由利本荘市民になって八年になります。まだ
まだ慣れなくてホームシックになることもありますが、鳥海
山を見て、緑を見て、飾り気のない人たちと会話すると心が
和みます。これってすっかり慣れたってことですかね？
　　　　　　　　　　　　　　　（佐藤さん・40歳・矢島地域）
◆今年初めて畑作りをしました。きゅうり、ミニトマト、
ピーマン、なす、カボチャなど作付けしました。すでに収穫
もあり、初めてにしては上出来かなと自画自賛してます。
　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ.Ｎ「もか」さん・48歳・石脇）
◆由利本荘市に越してきて一年以上が経ちましたが、まだま
だわからないことだらけです。引っ越して来た人にとっても
わかりやすい広報にして欲しいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　  （草彅さん・37歳・薬師堂）

◆湯楽里賞「ボツメキビール（1800㎖）引き換え券
　と入浴券１枚」…………………１人
「ペア入浴券」……………………４人

◆ほっといん賞「百宅そば（３袋セット）」 …５人
（応募（応募は１人１通）通）応募資格　市内にお住まいの方（応募は１人１通）

応　　募　広報課「読者プレゼント」係あて。
ハガキ、ファクシミリ、電子メールで。
「住所・氏名・年齢・連絡先」を明記のこと。

お
た
よ
り

田てるて思
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無
事
故
の
誓
い
新
た
に

　

七
月
二
十
八
日
、
本
荘
文
化
会

館
で
「
交
通
安
全
市
民
大
会
」
が

開
催
さ
れ
、
交
通
事
故
の
な
い
ま

ち
を
目
指
し
て
誓
い
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

　

七
回
目
と
な
る
こ
の
大
会
は
、

児
童
生
徒
、
一
般
市
民
が
一
堂
に

会
し
て
交
通
安
全
に
対
す
る
方
策

を
考
え
、
広
く
市
民
運
動
を
展
開

し
、
そ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

行
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
活
動
へ
の
功
績
で
鈴

木
二
千
夫
さ
ん
（
本
荘
地
域
）、

阿
部
直
子
さ
ん
（
岩
城
地
域
）、

布
施
隆
子
さ
ん
（
大
内
地
域
）、

佐
藤
智
治
郎
さ
ん
（
東
由
利
地
域
）、

緑
町
親
交
会
と
岩
谷
麓
町
内
会
に

感
謝
状
が
、
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
入
賞
し
た
十
三
人
に
表
彰
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
谷
部
市
長
は
「
市
で
は
、
子

ど
も
と
高
齢
者
の
安
全
、
飲
酒
運

転
の
根
絶
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を
重
点

目
標
に
由
利
本
荘
警
察
署
・
交
通

安
全
協
会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
大
会
を
契
機
に

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
交
通
安
全
運
動
を
展

開
し
、
交
通
事
故
防
止
の
た
め
な

お
一
層
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ま
し
た
。

  
事
故
に
遭
う
と
は

　
　
　
　
　

思
わ
な
か
っ
た

　

表
彰
の
後
、横
山
萌
華
さ
ん（
東

由
利
小
・
六
年
）、熊
谷
俊
彦
君（
由

利
中
・
三
年
）、
渡
辺
瑠
璃
花
さ

ん
（
西
目
高
・
二
年
）
が
体
験
発

表
し
、
渡
辺
さ
ん
は
「
今
年
の
五

月
に
交
通
事
故
に
遭
い
、
入
院
し

ま
し
た
。
幸
い
長
引
か
ず
に
回
復

で
き
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
ま

さ
か
自
分
が
事
故
に
遭
う
と
は
考

え
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち

は
い
つ
加
害
者
や
被
害
者
に
な
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
で
暮
ら

し
て
い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ

ま
し
た
。
一
人
一
人
の
心
が
け
、

大
丈
夫
だ
ろ
う
と
い
う
油
断
を
な

く
す
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
も
将
来
は
自
動
車
を
運
転
す

る
と
思
い
ま
す
が
、
安
全
運
転
で

き
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
り
た
い
で

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
県
警
音
楽
隊
を

先
頭
に
市
役
所
ま
で
全
員
で
パ
レ

ー
ド
し
、
安
全
運
転
と
事
故
の
な

い
ま
ち
づ
く
り
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

　
「
レ
ジ
袋
の
削
減
に
向
け
た
取

り
組
み
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
、マ
ッ
ス
ク
バ
リ
ュ
東
北（
株
）

（
宮
地
邦
明
代
表
取
締
役
社
長
）

と
イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー

（
株
）
本
荘
店
（
佐
藤
潤
店
長
）

の
二
事
業
所
が
七
月
二
十
六
日
、

有
料
レ
ジ
袋
収
益
金
の
一
部
を
市

に
寄
付
し
ま
し
た
。

　

寄
付
金
総
額
は
７
３
７
，１
２
０

円
で
、
環
境
保
全
活
動
や
地
域
貢

献
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
い
た
い

と
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
小
学
生

を
対
象
に
し
た
環
境
学
習
事
業
の

一
部
に
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　

二
事
業
所
を
代
表
し
て
宮
地
社

長
が
「
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か

げ
で
、
昨
年
度
は
四
百
九
十
万
枚

の
レ
ジ
袋
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
４
８

３
㌧
、
ド
ラ
ム
缶
で
１
６
５
本
）

を
削
減
で
き
ま
し
た
。
こ
の
取
り

組
み
は
、
循
環
型
社
会
を
作
る
た

め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
活
動
が
市
で

役
立
て
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
非

常
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
長
谷

部
市
長
は
「
こ
の
た
び
は
多
額
の

ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
レ
ジ
袋
の
削

減
は
市
民
生
活
に
定
着
し
、
八
割

を
越
え
る
マ
イ
バ
ッ
ク
持
参
率
を

維
持
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
よ
り

一
層
ご
み
の
減
量
化
、
地
球
温
暖

化
防
止
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

  

ご
み
の
減
量
と

　
　
　
　

地
球
温
暖
化
防
止

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
ご
み
の
減

量
と
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
平
成

二
十
一
年
十
月
に
県
内
で
初
め
て

と
な
る
同
協
定
を
消
費
者
団
体
、

事
業
所
、
市
と
の
三
者
で
締
結
し

た
も
の
で
、
同
年
十
一
月
か
ら
市

内
の
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
と
イ
オ
ン

ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
の
全
八
店
舗

に
お
い
て
レ
ジ
袋
の
無
料
配
布
中

止
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

第
７
回
交
通
安
全
市
民
大
会

交
通
事
故
の
な
い
ま
ち
を

　
　
　
　
　
　
　

 

目
指
そ
う

環
境
保
全
・
地
域
貢
献
活
動
に

役
立
て
て
！

ピ
ザ
で
地
域
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

赤
田 

五
峰
苑
に
ピ
ザ
用
石
窯
完
成

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
北（
株
）、イ
オ
ン
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー（
株
）本
荘

店
が
有
料
レ
ジ
袋
収
益
の一部
を
市
に
寄
付

　

こ
の
た
び
、
五
峰
苑
に
石
窯
が

完
成
し
、
こ
れ
を
記
念
し
て
「
地

域
再
生
イ
タ
リ
ア
料
理
人
」
の
守

中
成
顕
さ
ん
を
迎
え
て
「
石
窯
ピ

ザ
パ
ー
テ
ィ
ー
」
と
「
ピ
ザ
づ
く

り
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

八
月
四
日
の
講
習
会
に
は
す
で

に
石
窯
が
完
成
し
た
集
落
の
皆
さ

ん
や
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
担
当
者
、

市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
、
国
際

教
養
大
学
地
域
環
境
研
究
セ
ン
タ

ー
員
な
ど
約
六
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
参
加
者
た
ち
は
焼
き
た
て

の
ピ
ザ
を
頬
張
り
な
が
ら
、
口
々

に
「
と
て
も
お
い
し
い
」、「
難
し

い
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
」「
今
度
は

お
盆
に
や
ろ
う
か
？
」な
ど
と
話
し
、

ピ
ザ
づ
く
り
技
術
の
習
得
を
し
た

ほ
か
、
笑
顔
で
集
落
間
の
交
流
を

し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
「
農
村

集
落
元
気
づ
く
り
事
業
」
を
始
め

と
し
て
、
皆
さ
ん
の
地
域
力
ア
ッ

プ
を
応
援
し
ま
す
。

　

平
成
23
年
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
で
、本
紙（
昨
年
11
月
１
日
号
）

が
広
報
紙
部
門
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
号
で
は
心
の
病
気
や

自
殺
予
防
活
動
な
ど
を
多
角
的
な

視
点
か
ら
特
集
。
講
評
で
は
「
特

集
の
『
命
と
心
の
デ
ッ
サ
ン
』
は

地
域
の
社
会
問
題
で
あ
る
自
殺
に

正
面
か
ら
取
り
組
ん
だ
特
集
で
あ

る
。
冒
頭
か
ら
重
い
テ
ー
マ
に
入

ら
ず
、
母
子
と
生
命
の
誕
生
を
通

し
て
「
命
の
大
切
さ
」
を
訴
え
、

そ
こ
か
ら
自
殺
や
心
の
病
な
ど
の

問
題
に
ふ
れ
て
い
く
展
開
は
、
よ

く
考
え
抜
か
れ
た
構
成
で
あ
る
」

と
評
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
紙
面
づ
く
り

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

『
広
報
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
』

　

全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選

　

八
月
三
日
、
市
危
険
物
安

全
協
会
の
柴
田
忠
雄
会
長
が

市
長
室
を
訪
れ
、
東
日
本
大

震
災
の
復
興
支
援
に
役
立
て

て
欲
し
い
と
長
谷
部
市
長
に

義
援
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

柴
田
会
長
は
「
被
災
地
の

支
援
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」

と
、
こ
れ
を
受
け
て
長
谷
部

市
長
は
「
ご
寄
付
の
趣
旨
に

沿
う
よ
う
、
有
効
に
使
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

八
月

善
意

左から佐藤店長、長谷部市長、宮地社長

絶妙のタイミングで焼き上げる守中シェフ

生地づくりに会話も弾みます
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地
域
営
農
を
推
進
す
る「
農
家
の
代
表
」

伊
豆
委
員
が
会
長
に
、職
務
代
理
者
は
金
子
委
員
に
―
―

　

任
期
満
了
に
伴
う
市
農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
七
月
十
日
に
行
わ
れ
、

公
選
委
員
三
十
人
が
決
定
。
関
係
団
体
に
よ
る
選
任
委
員
七
人
を
合
わ
せ
、

計
三
十
七
人
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
い
ま
し
た
。

　

新
・
農
業
委
員
の
任
期
は
、
今
月
一
日
か
ら
三
年
間
。
八
月

五
日
に
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
長
に
伊
豆
秀
一
委
員
が
、
会
長

職
務
代
理
者
に
金
子
徹
委
員
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
委
員

の
皆
さ
ん
は
農
業
者
の
公
的
代
表
組
織
、
ま
た
、
地
域
営
農
の

推
進
役
と
し
て
農
地
制
度
へ
の
対
応
や
経
営
政
策
の
支
援
な
ど

を
柱
と
す
る
農
政
活
動
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

伊 藤 一 正氏
（５２歳・川口）

大 瀧 浪 雄氏
（６２歳・芦川）

猪 股 敬 三氏
（５６歳・舘）

金 子 　 徹氏

（６０歳・藤崎）

鈴 木 甚 一氏
（５５歳・万願寺）

伊 豆 秀 一氏
（６３歳・
矢島町立石）

佐 藤 系 悦氏
（５８歳・矢島町荒沢）

熊 谷 正 博氏
（６３歳・町村）

佐 藤 俊 和氏
（５９歳・新上条）

庄 司 和 夫氏
（６０歳・飯沢）

佐 藤 喜 勝氏
（６３歳・岩城道川）

角 谷 長 栄氏
（５７歳・赤沼下道）

相 庭 安 一氏
（６２歳・矢島町元町）

田 口 作 内氏
（６２歳・赤田）

二 部 幸 夫氏
（６８歳・岩城下黒川）

伊 藤 文 円氏
（５６歳・小栗山）

金 子 拓 雄氏
（６０歳・東由利老方）

大 場 弥 吉氏
（５７歳・鳥海町下笹子）

小 松 幸 夫氏
（６７歳・小栗山）

渡 辺 幹 夫氏
（６１歳・東由利田代）

佐々木 多 悦氏
（56歳・羽広）

加 川 一 男氏
（６２歳・西目町出戸）

佐 藤 邦 幸氏
（５５歳・鳥海町栗沢）

眞 坂 平 通氏
（５８歳・中俣）

佐 藤 政 志氏
（５４歳・鳥海町小川）

正 木 修 一氏
（５４歳・大倉沢）

三 浦 善 信氏
（５７歳・西目町西目）

髙 橋 賢 一氏
（６１歳・鳥海町伏見）

小 野 眞 一氏
（５９歳・東由利宿）

新 田 豊 治氏
（６４歳・鳥海町下直根）

会長

職務
代理者

井 島 　 昇氏
（71歳・雪車町）農協

推薦

吉 尾 憲 一氏
（6４歳・岩城滝俣）農業共済

組合推薦

栗 田 哲 榮氏
（6３歳・鳥海町下笹子）土地改

良推薦

三 浦 恵 子氏
（6０歳・矢島町川辺）議会

推薦

農
業
委
員

決
ま
る

新

37人

農業委員の仕事と役割
“かけがえのない農地と担い手を守り力強い農業つくる「かけ橋」”

氏名、年齢、大字
※年齢は８月１日現在

■農業者の代表機関
　農業委員会は、地方自治法によって市町村
に設置が義務づけられている行政機関の一つ
です。公職選挙法を準用した選挙によって選
ばれた農業者の代表（選挙委員）を中心に、
市議会推薦委員と団体推薦委員（農協、農業
共済、土地改良区）で構成されています。
　平成21年12月に施行された新たな農地法な
どでは、農地の貸借に係る規制の見直し、農
地の面的な利用集積を図る事業の創設などに
よる有効利用の促進や、農地の利用状況調査
を含む遊休農地の措置が追加されるなど、こ
れまで以上に重要な役割を担っています。

■農業委員会の基本的な役割
①農地法などの農地行政の執行…農地の確保 
　と有効利用のために、農地法などに基づく
　法令業務の執行、遊休農地の発生防止と解消、
　賃借料情報提供や農地パトロール、農地利
　用状況調査を実施します。
②地域農業の振興…認定農業者等経営体への
　農地利用集積、経営改善の支援、「農業委員
　会だより」などによる農業・農業者に関す
　る情報提供、農業者年金の推進を図ります。
③意見の公表や提言など…農業・農村の意向
　をくみ上げ、農政に反映させるための意見
　の公表や提言・要望などに取り組みます。

■地域農業の世話役
社会経済情勢の変容とともに地域農業をめ

ぐる課題が大きく取りざたされるなか、農業・
農村の持続的な発展のため、地域の世話役と
してきめ細かな活動を行っています。 

詳しくは　
　　　農業委員会事務局
　　　☎２４－６２５８
または各総合支所の庶務班まで

板 垣  　繁氏
（6８歳・川西）議会

推薦

齋 藤  　誠氏
（４８歳・西目町西目）議会

推薦

石 田 安 子氏
（５７歳・鳥海町上笹子）議会

推薦

農業委員による作況調査（昨年９月、西目地域中沢地区）
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七
月
三
十
日
・
三
十
一
日
の
二
日

間
、
本
荘
公
園
前
広
場
で
「
つ
な
が

る
東
北　

ご
当
地
グ
ル
メ
博
覧
会
」

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

三
十
一
日
に
は
市
観
光
大
使
の
加

藤
夏
希
さ
ん
も
駆
け
つ
け
、
イ
ベ
ン

ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
被
災
し
た
福

島
県
浪
江
町
と
本
市
と
の
交
流
を
支

援
し
た
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
に
は
本
荘
ハ
ム
フ
ラ
イ
、
浪

江
焼
き
そ
ば
の
ほ
か
、
県
内
外
か
ら

十
六
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
勢
揃
い
し
、

来
場
者
は
思
い
思
い
に
各
地
の
味
を

楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の
日
訪
れ
た
東

由
佳
さ
ん
（
一
番
堰
）
は
、「
一
度

に
た
く
さ
ん
の
名
物
が
食
べ
ら
れ
る

の
で
、
い
い
企
画
だ
と
思
う
、
来
年

も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
。
今
回
は
、

ま
だ
食
べ
た
こ
と
が
な
い
ハ
ム
フ
ラ

イ
を
目
当
て
に
来
ま
し
た
。
ハ
ム
が

厚
く
て
お
い
し
い
で
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

平成23年８月15日号 広報ゆりほんじょう

　

七
月
二
十
九
日
開
催
さ
れ
た
、
第

二
十
六
回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
の
主
会

場
と
な
っ
た
大
門
通
り
は
大
勢
の
参

加
者
や
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
「
菖
蒲
音
頭
踊
り
」、「
本

荘
追
分
踊
り
」
の
ほ
か
、
ヤ
ー
ト
セ

交
流
会
や
な
ま
は
げ
郷
神
楽
な
ど
多

彩
な
催
し
に
来
場
者
は
大
い
に
楽
し

み
ま
し
た
。
ま
た
、
福
島
県
い
わ
き

市
の
ス
パ
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ワ
イ
ア
ン
ズ

に
よ
る
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
公
演
」
も
行

わ
れ
、
本
市
と
の
親
子
都
市
の
絆
を

深
め
ま
し
た
。

　

翌
三
十
日
に
友
水
公
園
で
開
催
さ

れ
た
第
六
十
一
回
本
荘
川
ま
つ
り
花

火
大
会
は
市
観
光
大
使
の
加
藤
夏
希

さ
ん
に
よ
る
打
ち
上
げ
宣
言
に
て
始

ま
り
、
六
万
人
の
観
客
が
ス
タ
ー
マ

イ
ン
や
水
中
花
火
な
ど
約
六
千
発
の

花
火
と
子
吉
川
に
揺
れ
る
幻
想
的
な

五
千
灯
の
灯
籠
の
、
光
と
音
の
競
演

に
酔
い
し
れ
ま
し
た
。
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本
市
が
会
場
と
な
っ
た
サ
ッ

カ
ー
競
技
に
出
場
し
た
西
目
高
校
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
男
子
に
出
場

し
た
由
利
工
業
高
校
は
善
戦
及
ば

ず
両
校
と
も
初
戦
で
敗
退
し
ま
し

た
。

　

七
月
二
十
九
日
、
西
目
サ
ッ

カ
ー
場
で
行
わ
れ
た
西
目
高
校
と

新
潟
明
訓
高
校
（
新
潟
）
と
の
対

戦
は
、
前
半
を
押
さ
れ
気
味
な
が

ら
も
固
い
守
り
で
得
点
を
許
さ
ず

終
え
、
応
援
に
集
ま
っ
た
大
勢
の

観
客
は
後
半
に
期
待
を
寄
せ
ま
し

た
。
後
半
に
入
り
開
始
早
々
得
点

を
許
す
と
四
分
後
に
二
点
目
を
あ

げ
ら
れ
、
そ
の
後
何
度
か
チ
ャ
ン

ス
が
あ
り
ま
し
た
が
得
点
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国
選
手
権

に
向
け
、
さ
ら
な
る
強
化
に
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

八
月
一
日
、
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
で
行
わ
れ
た
由
利
工
業
高
校
と

昨
年
の
優
勝
校
・
九
州
産
業
大
学

付
属
九
州
高
校
（
福
岡
）
と
の
対

戦
は
、
格
上
の
同
校
を
相
手
に
五

回
ま
で
二
点
に
抑
え
、
終
盤
で
の

逆
転
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、
六

回
に
五
点
を
奪
わ
れ
、
七
回
に
一

点
を
返
し
ま
し
た
が
七
対
一
で
敗

れ
ま
し
た
。
県
の
第
一
代
表
と
し

て
意
地
の
一
点
を
も
ぎ
取
る
気
迫

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
・
強
調

月
間
中
の
七
月
二
十
九
日
、
市
と
本

荘
地
区
保
護
司
会
（
鷹
照
俊
一
会
長
）

の
主
催
に
よ
り
、
市
民
交
流
学
習
セ

ン
タ
ー
で
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
会
は
意
見
発

表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
進
め
ら
れ
、

意
見
発
表
し
た
村
上
柊
君
（
本
荘
東

中
・
三
年
）
は
「
絆
」
と
題
し
、「
学

校
・
地
域
・
家
族
の
絆
を
大
切
に
し
、

自
分
と
関
わ
る
全
て
の
人
々
と
支
え

合
い
認
め
合
い
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
た
い
。
心
に
届
く
あ
い
さ
つ
が
大

切
な
人
と
の
絆
を
深
め
る
第
一
歩
と

な
る
と
信
じ
て
、
言
葉
で
伝
え
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
日
、
岩
城
児
童
セ
ン

タ
ー
で
子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
命
の
大
切

さ
を
学
ん
で
も
ら
お
う
と
「
高
校
生

と
赤
ち
ゃ
ん
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
高
校
生
は
赤

ち
ゃ
ん
講
座
で
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に

つ
い
て
学
ん
だ
あ
と
、
約
十
組
の
親

子
と
交
流
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
石

川
良
太
君
（
矢
島
高
三
年
・
赤　

）

は
「
保
育
士
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
保
育
園
を
訪
問
し
た

こ
と
は
あ
っ
た
が
、
今
回
、
お
母
さ

ん
の
話
や
（
水
の
重
り
を
つ
け
て
）
妊

婦
の
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
」
と
話
し
、
将
来
の
夢
に
向

か
っ
て
希
望
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

円陣を組み心をひとつに

ゴール目指して必死の攻撃

力投を見せるピッチャー畠山

試合終了後、応援団に深々と一礼

平成23年８月15日号 広報ゆりほんじょう

　

試
合
は
、
一
回
戦
か
ら
激
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
決
勝
戦
は
七
対

二
で
本
荘
倶
楽
部
が
大
内
Ｏ
Ｂ
野

球
ク
ラ
ブ
を
下
し
、
初
の
栄
冠
に

輝
き
ま
し
た
。

　
〈
大
会
表
彰
〉

◆
最
優
秀
選
手

　

佐 

藤 

公 

雄
（
本
荘
倶
楽
部
）

◆
打
撃
賞

　

遠 

藤 

章 

二
（
同
）

◆
敢
闘
賞

　

工 

藤 

芳 

典

　
　
　
（
大
内
Ｏ
Ｂ
野
球
ク
ラ
ブ
）

　

出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。

　

七
月
二
十
三
日
・
二
十
四
日
、

出
羽
中
グ
ラ
ン
ド
を
主
会
場
と
し

て
第
六
回
五
〇
〇
歳
野
球
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
十
六
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
本
大
会
は
、
往
年
の

名
プ
レ
イ
ヤ
ー
た
ち
が
一
堂
に
会

し
て
白
球
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

　

五
〇
〇
歳
野
球
は
五
十
歳
以
上

を
対
象
と
し
て
、
互
い
の
健
康
と

意
気
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
圏

域
野
球
の
向
上
と
参
加
チ
ー
ム
相

互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

八
月
六
日
、
南
由
利

原
高
原
青
少
年
旅
行
村

で
「
鳥
海
高
原
由
利
原

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、

多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

日
中
に
は
秋
田
由
利

牛
フ
ェ
ア
の
焼
肉
ガ
ー

デ
ン
が
、
夕
刻
か
ら
は

「
高
原
音
楽
祭
」
が
行

わ
れ
、
地
元
愛
好
家
の

皆
さ
ん
に
よ
る
「
唄
と

踊
り
の
祭
典
」、
歌
手
・

新
沼
謙
治
さ
ん
の
野
外

コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、

訪
れ
た
人
々
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
楽
し
み

ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
高

原
花
火
大
会
で
は
約
千

発
の
花
火
が
目
の
前
で

打
ち
上
げ
ら
れ
、
ダ
イ

ナ
ミ
ッ
ク
な
美
し
さ
で

観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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公
営
住
宅　

本
荘
地
域　
　

１
戸
（
松
涛
）

公
共
住
宅

大
内
地
域　
　

１
戸
（
宝
田
）

申
込
期
限　

８
月
25
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
墓
地
の
名
称　

新
山
野
墓
園

募
集
区
画
数　
５
区
画
（
洋
形
墓

　

石
）・
各
４
平
方
㍍

対
象　

ほ
か
に
墓
地
を
所
有
せ
ず
、

　

お
骨
（
焼
骨
）
を
保
管
さ
れ
て

　

い
る
方

募
集
期
間　

〜
９
月
15
日
㈭

※

詳
し
い
条
件
な
ど
を
記
載
し
た

　

要
項
を
生
活
環
境
課
に
備
え
付

　

け
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課　

　

☎
24―

６
２
５
３

　

10
月
29
日
㈯
〜
31
日
㈪
に
鶴
舞

会
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
各
展

へ
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

【
本
荘
由
利
発
明
工
夫
展
】

部
門　

発
明
工
夫
の
部
、
特
許
の

　

部
、
廃
品
利
用
の
部

対
象　

本
荘
由
利
地
域
の
方
で
あ

　

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
応
募
い

　

た
だ
け
ま
す

締
め
切
り　

10
月
７
日
㈮

【
市
工
芸
品
展
】

募
集
作
品　

一
般
工
芸
品
、
木
工

　

品
、
手
芸
品
、
機
械
金
属
品
、

　

そ
の
他

対
象　

市
内
在
住
で
本
人
が
今
年

　

度
中
に
製
作
し
た
も
の
（
ほ
か

　

の
催
し
物
に
出
品
し
た
も
の
は

　

不
可
）

締
め
切
り　

10
月
６
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

商

　

工
振
興
課　

☎
24―

６
３
７
２

※

開
催
要
項
、
出
品
申
込
書
は
市

　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

開
催
日　

９
月
19
日
（
月
・
敬
老

　

の
日
）

内
容　

矢
島
地
域
の
国
際
禅
堂
で

　

の
座
禅
体
験
や
鳥
海
高
原
で
の

　

釣
り
体
験
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　

作
り
体
験
な
ど
（
昼
食
付
き
）、

　

移
動
は
鳥
海
山
ろ
く
線
と
貸
し

　

切
り
バ
ス
を
使
用
し
ま
す

募
集
人
員　

20
人
（
最
少
催
行
人

　

数
15
人
）

参
加
費　

本
荘
発
【
大
人
】
４
２

　

０
０
円
、【
子
ど
も
】
２
９
５

　

０
円

※

参
加
条
件
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー

　

ト
に
よ
る
感
想
や
意
見
の
提
出

　

と
、
ツ
ア
ー
中
に
撮
影
し
た
画

　

像
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
へ
の

　

使
用
に
つ
い
て
承
諾
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９

　

月
２
日
㈮
ま
で
、
観
光
振
興
課

　

☎
24―

６
３
４
９

　

地
図
で
示
す
県
道
と
市
道
の
計

10
路
線
を
１
本
の
道
路
と
し
て

〝
愛
称
〞
を
募
集
し
ま
す
。
沿
線

の
景
観
や
特
徴
、
歴
史
的
由
来
な

ど
を
踏
ま
え
、
分
か
り
や
す
く
親

し
み
や
す
い
愛
称
の
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　

最
優
秀
賞
に
は
管
内
の
ペ
ア
宿

泊
券
が
、
佳
作
に
は
管
内
の
特
産

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

募
集
期
間　

〜
９
月
９
日
㈮

　

メ
イ
ン
ル
ー
ト
、
ま
た
は
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
愛
称（
理
由
、説
明
）

を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
（
〒
０
１

５―

８
５
１
５　

水
林
３
６
６
）、

電
子
メ
ー
ル
、 Ｆ
Ａ
Ｘ（
22―

６

６
８
３
）
に
て
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

由
利
地

　

域
観
光
推
進
機
構
（
県
由
利
地

　

域
振
興
局
内
）　

☎
25―

４
５

　

０
７

区分（採用予定人員）　消防職（上級・中級・
　初級合わせて９人（※救急救命士含む））
受験資格
 【上級】ア　昭和57年４月２日から平成２
　年４月１日までに生まれた方／イ　平成
　２年４月２日以降に生まれた方で大学卒
　または来年３月卒業見込みの方
 【中級】ア　昭和59年４月２日から平成４
　年４月１日までに生まれた方／イ　救急
　救命士は昭和57年４月２日以降に生まれ
　た方（大学を卒業または卒業見込みの方
　を除く）
 【初級】ア　昭和61年４月２日から平成６
　年４月１日までに生まれた方／イ　救急
　救命士は昭和57年４月２日以降に生まれ
　た方（大学、短期大学などを卒業または
　卒業見込みの方を除く）
第１次試験日　10月16日㈰
試験会場　ノースアジア大学（秋田市）
採用試験申込書の請求　市消防本部総務課へ
※郵便請求の場合は「職員採用申込書請求」
　と朱書きの上、宛先を明記して140円切
　手を貼った返信用封筒（Ａ４）を同封す
　ること。
　申込書は本荘・矢島の各消防署でも取り
　扱っているほか、受験案内の概要を市の
　ホームページでご覧いただけます。
受付期間　８月31日㈬～９月21日㈬

ス
ポ
少
認
定
員
養
成
講
習
会
（
後
期
）

開
催
日
・
会
場　

①
10
月
15
日
㈯

　

〜
16
日
㈰
・
秋
田
市
文
化
会
館

　

／
②
11
月
12
日
㈯
〜
13
日
㈰

　
・
秋
田
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

／
③
10
月
１
日
㈯
〜
２
日
㈰

　
・
大
仙
市
大
曲
交
流
セ
ン
タ
ー

※

各
会
場
、
定
員
が
あ
り
ま
す
。

　

お
早
め
の
お
申
し
込
み
を
。

参
加
料　
５
２
０
０
円
（
受
講
料

　

４
千
円
、昼
食
代
１
２
０
０
円
）

９
月
か
ら
の
「
遊
泳
館
」
各
種
教
室

【
水
泳
教
室
】
各
定
員
30
人

※

各
級
、
午
前
10
時
15
分
〜
11
時
10
分

○
初
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
）

開
催
日　

９
月
１
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
８
回

○
中
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、

　

平
泳
ぎ
）

開
催
日　

９
月
５
日
㈪
か
ら
毎
週

　

月
曜
日　

全
８
回

○
上
級
（
ク
ロ
ー
ル
、
背
泳
ぎ
、

　

平
泳
ぎ
、
バ
タ
フ
ラ
イ
）

開
催
日　

９
月
２
日
㈮
か
ら
毎
週

　

金
曜
日　

全
８
回

参
加
費　

千
円

【
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
】
各

　

定
員
30
人　

※

各
コ
ー
ス
、
午

　

前
11
時
15
分
〜
午
後
０
時
10
分

○
月
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

９
月
５
日
㈪
か
ら
毎
週

　

月
曜
日　

全
８
回

○
木
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

９
月
１
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
８
回

○
金
曜
コ
ー
ス　

開
催
日　

９
月
２
日
㈮
か
ら
毎
週

　

金
曜
日　

全
８
回

講
師　

田
口
真
由
美
さ
ん
、
大
川

　

は
る
か
さ
ん

参
加
費　

千
円

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
】
各
定
員

　

20
人　

※

午
前
10
時
30
分
〜
11

　

時
20
分

開
催
日　

９
月
６
日
㈫
か
ら
毎
週

　

火
曜
日　

全
12
回

講
師　

結
城
由
美
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

【
ベ
ビ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
】
１

　

〜
３
歳
が
対
象
で
定
員
15
組

　

※

午
後
２
時
15
分
〜
３
時

開
催
日　

９
月
１
日
㈭
か
ら
毎
週

　

木
曜
日　

全
12
回

講
師　

高
橋
昭
子
さ
ん

参
加
費　

１
５
０
０
円

※

各
教
室
と
も
参
加
費
は
教
室
初

　

日
に
い
た
だ
き
ま
す
。
プ
ー
ル

　

使
用
料
は
毎
回
必
要
で
す
。

３
０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時　

９
月
４
日
㈰　

午
前
７
時

　

30
分
〜

会
場　

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
（
荒

　

町
）、
由
利
運
動
公
園

参
加
資
格　

本
荘
地
域
内
の
町
内

　

１
チ
ー
ム
で
、
そ
の
町
内
に
在

　

住
し
て
い
る
人
で
構
成

参
加
費　

４
千
円

申
込
期
限　

〜
８
月
22
日
㈪

尾
崎
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
新
種
目
追
加

　

新
種
目
と
し
て
、
卓
球
と
８
人

制
バ
レ
ー
（
ゴ
ム
）
を
追
加
し
ま

し
た
。
申
し
込
み
は
随
時
受
け
付

け
中
で
す
。

開
催
日　
【
卓
球
】
毎
週
火
曜
日

　

／
【
８
人
制
バ
レ
ー
（
ゴ
ム
）】

　

毎
週
土
曜
日

時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

会
場　

尾
崎
小
学
校
体
育
館

年
会
費　

千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

ス

　

ポ
ー
ツ
課　

☎
24―

６
１
８
３

　

地
場
産
加
工
品
や
農
産
物
な
ど

を
販
売
す
る
組
合
員
を
追
加
募
集

し
ま
す
。

対
象　

本
市
に
住
所
を
有
し
、
地

　

場
産
加
工
品
や
特
産
品
な
ど
を

　

販
売
す
る
事
業
者
や
農
産
物
な

　

ど
の
直
売
を
行
う
個
人
、
ま
た

　

は
グ
ル
ー
プ

問
い
合
わ
せ
先　

８
月
31
日
㈬
ま

　

で
、
観
光
振
興
課　

☎
24―

６

　

３
４
９

開
催
日　

９
月
４
日
㈰

会
場　

獅
子
ケ
鼻
湿
原
（
に
か
ほ

　

市
）
の
自
然
観
察

対
象　

自
然
観
察
や
ト
レ
ッ
キ
ン

　

グ
に
興
味
の
あ
る
18
歳
以
上
の

　

方
（
定
員
20
人
）

参
加
費　
５
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

８

　

月
29
日
㈪
ま
で
、
岩
城
少
年
自

　

然
の
家　

☎
74―

２
０
１
１
、

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
74―

２
０
１
２

日
時　
８
月
24
日
㈬　

午
前
10
時
〜

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

 （
石
脇
字
田
尻
）

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

　

方
年
会
費　

３
千
円

※

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

　

秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の
通
帳
を

　

ご
持
参
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

☎
24

　

―
５
１
１
１

講
習
期
間　

９
月
５
日
㈪
〜
14
日

　

㈬
の
８
日
間

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　

 （
石
脇
字
田
尻
）

対
象　
55
歳
以
上
で
、ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
に
求
職
登
録
し
て
い
る
方

内
容　

保
育
の
補
助
的
な
仕
事
や

　

子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の

　

基
礎
的
な
知
識
を
習
得
し
、
就

　

職
・
就
業
を
目
指
し
ま
す

定
員　

20
人
（
受
講
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

㈳
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

事
務
局　

☎
24―

５
１
１
１

　

各
業
種
販
売
部
門
の
中
堅
幹
部

ク
ラ
ス
が
対
象
で
す
。

日
時　

10
月
５
日
㈬　

午
前
９
時

　

30
分
〜

会
場　
市
商
工
会
本
所（
瓦
谷
地
）

申
込
期
間　

８
月
19
日
㈮
〜
９
月

　

12
日
㈪

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所　

☎
23―

８
６

　

８
６
、
ま
た
は
各
支
所

　平成24年４月から『休養宿泊施設「鳥海荘」』と『鶴舞温
泉および休養施設』の管理代行を行う団体を募集します。（詳
しくは市のホームページをご覧ください）
公募期間　～10月５日㈬
公募参加申込書の提出　９月15日㈭まで
問い合わせ先　観光振興課観光施設班　☎24－6376



　

サ
ウ
ナ
の
改
修
工
事
の
た
め
、

９
月
は
休
館
日
と
営
業
形
態
が
変

わ
り
ま
す
。

◆
９
月
２
日
㈮
＝
通
常
営
業

◆
９
月
５
日
㈪
〜
15
日
㈭
＝
温
泉

　

施
設
の
み
休
業
（
個
室
や
大
広

　

間
、
食
堂
は
利
用
で
き
ま
す
。

　

会
議
や
小
宴
会
な
ど
に
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
）

◆
９
月
16
日
㈮
＝
休
館
日

問
い
合
わ
せ
先　

鶴
舞
温
泉　

☎

　

23―

７
２
２
７

【
絵
日
記
列
車
】

　

 「
夏
休
み
の
思
い
出
」
を
テ
ー

マ
に
絵
日
記
を
募
集
し
ま
す
。
応

募
作
品
は
お
ば
こ
号
の
車
内
に
９

月
い
っ
ぱ
い
掲
載
し
ま
す
。

募
集
期
間　

〜
８
月
31
日
㈬

対
象　

小
学
１
年
生
〜
６
年
生

作
品　

Ａ
３
サ
イ
ズ
の
画
用
紙
に

　

絵
の
具
や
ク
レ
ヨ
ン
、
色
鉛
筆

　

な
ど
で
お
描
き
の
上
、
羽
後
本

　

荘
駅
、
前
郷
駅
、
矢
島
駅
へ
直

　

接
お
持
ち
く
だ
さ
い

【
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト 

生
演
奏
会
】

　

矢
島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
皆
さ

ん
が
演
奏
し
ま
す
。

日
時　

９
月
10
日
㈯　

午
前
11
時

　

30
分
開
演

会
場　

矢
島
駅
前

【
か
か
し
列
車
】

　

金
色
に
輝
く
田
ん
ぼ
の
、
影
の

主
役
〝
か
か
し
〞
が
12
の
駅
に
出

没
！　

９
月
25
日
㈰
と
10
月
２
日

㈰
に
は
列
車
内
で
楽
し
い
か
か
し

ク
イ
ズ
も
実
施
し
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
「
か
か
し
」
を
作
っ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
中
。（
９

月
22
日
㈭
ま
で
）

期
間　
９
月
23
日
㈮
〜
10
月
10
日
㈪

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道

　

㈱
（
担
当
・
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
）

　

☎
56―

２
７
３
６

　

こ
の
調
査
は
、
私
た
ち
が
ど
の

く
ら
い
の
時
間
を
仕
事
や
学
業
、

家
事
に
費
や
し
て
い
る
か
、
ま
た

過
去
１
年
間
の
自
由
時
間
を
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
か
を
調
査
す
る
も

の
で
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
が
調

査
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
地

域
の
世
帯
確
認
の
た
め
９
月
以
降
、

調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
。

　

統
計
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
あ

り
の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
調
査
統
計
課

　

生
活
統
計
班　

☎
０
１
８―

８

　

６
０―

１
２
５
８

　

節
電
対
策
の
提
案
活
動
と
し
て
、

各
種
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
太
陽
光
発
電

の
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
、
電

気
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
設
け
、

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

電
気
を
安
全
に
上
手
に
使
っ
て

節
電
を
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

８
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

会
場　

市
商
工
会
館
（
瓦
谷
地
）

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
電
気

　

工
事
協
同
組
合　

☎
22―

８
４

　

９
９

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
参
列

を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時　

８
月
30
日
㈫　

午
前
10
時

会
場　

本
荘
文
化
会
館

内
容　
戦
没
者
遺
族
と
市
民
の
皆

　
さ
ん
に
よ
る
参
列
と
追
悼
、
遺
族

　
代
表
者
に
よ
る
献
花
（
個
人
で
の

　
献
花
は
お
控
え
い
た
だ
き
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
５

　

今
大
会
か
ら
入
場
料
が
無
料
に

な
り
ま
し
た
。（
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

５
０
０
円
で
販
売
。
売
り
上
げ
の

一
部
を
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金

と
し
て
寄
付
し
ま
す
）

日
時　

８
月
21
日
㈰　

午
前
９
時

　

開
演

会
場　

本
荘
文
化
会
館

ゲ
ス
ト　

藤
原
美
幸
さ
ん
（
第
16

　

回
大
会
優
勝
、
全
県
12
大
会
優

　

勝
）、
長
谷
川
洋
子
さ
ん
（
前

　

年
度
優
勝
）

内
容　

大
賞
の
部
、
高
年
の
部
、

　

年
少
の
部

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会　

☎

　

23―

８
６
８
６
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　会期や日程は今後変更になる場合があり
ます。傍聴の際などは事前にご確認ください。
会　期　　８月31日㈬～９月21日㈬
●８月31日㈬…本会議（開会、議案の説明）
●９月２日㈮、５日㈪…本会議（一般質問）
●６日㈫…本会議（一般質問、議案質疑）
　　　　　決算審査特別委員会
●７日㈬～12日㈪（土、日を除く）
　　　　…各常任委員会、各特別委員会
●16日㈮…決算審査特別委員会
●21日㈬…本会議（質疑、討論、採決、閉会）
本会議開会時刻　
○８月31日㈬、９月21日㈬…午前10時
○９月２日㈮～６日㈫（土、日除く）
　　　　　　　　　　　　…午前９時30分
※８月22日㈪までに受理した請願、陳情を
　今定例会で審議する予定です
問い合わせ先　　議会事務局　☎24－6386

　
申
込
期
間　

〜
８
月
19
日
㈮

貸
与
月
額
な
ど　
【
大
学
月
額
奨

　

学
金
】
貸
与
月
額
５
万
円
（
貸

　

与
期
間
は
在
学
す
る
大
学
（
短

　

大
）の
正
規
の
最
短
修
業
年
限
）

　
【
入
学
一
時
金
】（
来
年
１
〜
３

　

月
に
貸
与
）（
大
学
）
50
万
円
、

　

70
万
円
、
百
万
円
の
い
ず
れ
か

　

／
（
専
修
学
校
）
30
万
円

※

提
出
書
類
や
返
還
方
法
な
ど
詳

　

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

㈶
秋
田
県
育
英
会
秋
田
育
英
奨

　

学
生
係　

☎
０
１
８―

８
６
７

　

―

２
３
１
１

　

平
成
23
年
度
後
期
の
科
目
等
履

修
生
（
受
講
科
目
の
単
位
取
得
可

能
）
と
聴
講
生
（
授
業
の
聴
講
可
。

単
位
修
得
は
不
可
）
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
期
間　

〜
８
月
26
日
㈮

費
用　

①
入
学
検
定
料
９
８
０
０

　

円
、 

②
入
学
料
２
８
２
０
０
円
、

　

③
１
単
位
当
た
り
授
業
料
【
科

　

目
等
履
修
生
】
１
４
８
０
０
円

　

 【
聴
講
生
】
７
４
０
０
円

※

以
前
に
科
目
等
履
修
生
、
聴
講

　

生
で
あ
っ
た
方
は
①
と
②
が
免

　

除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

県

　

立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス　

☎

　

27―

２
０
０
０
、
同
秋
田
キ
ャ

　

ン
パ
ス　

☎
０
１
８―

８
７
２

　

―

１
５
３
４

■
弁
護
士
無
料
法
律
相
談

日
時　

８
月
22
日
㈪　

午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

会
場　

市
役
所
５
階
第
５
会
議
室

受
け
付
け
開
始　

８
月
17
日
㈬　

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
民
課
市
民
相
談
室　

☎
24―

　

６
２
５
１

　

開
設
時
間
は
、
と
も
に
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
で
す
。

開
設
日
時
・
会
場　

９
月
１
日
㈭

　
・
東
由
利
公
民
館
、
岩
城
会
館

開
設
日
時
・
会
場　

９
月
６
日
㈫

　
・
社
会
福
祉
協
議
会
西
目
支
所

相
談
内
容　

人
権
相
談
、
困
り
ご

　

と
、
子
ど
も
の
人
権
な
ど

※

法
務
局
本
荘
支
局
で
も
祝
日
を

　

除
く
平
日
の
毎
日
、
常
設
相
談

　

を
行
っ
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　

　

秋
田
地
方
法
務
局
本
荘
支
局　

　

☎
22―

１
２
０
０

日
時　

８
月
27
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

会
場　

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
本
荘
中

　

央
店
（
岩
渕
下
）

相
談
内
容　

遺
言
、
相
続
、
会
社

　

設
立
、
農
地
転
用
な
ど
許
認
可

　

申
請
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
行
政
書

　

士
会
本
荘
由
利
支
部　

☎
22―

　

８
５
７
３

　

市
で
は
、
次
の
①
〜
③
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
高
齢
者
を
、
９

月
１
日
ま
で
の
間
、
在
宅
で
６
カ

月
以
上
継
続
し
て
介
護
し
て
い
る

ご
家
族
に
対
し
、
介
護
手
当
を
支

給
し
ま
す
。

①
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
４
ま
た
は

　
５
の
方

②
介
護
保
険
法
に
お
け
る
要
介
護

　

状
態
区
分
が
要
介
護
３
で
、
認

　

知
症
の
症
状
が
重
度
と
認
め
ら

　

れ
る
方

③
介
護
保
険
法
に
よ
る
認
定
は
受

　

け
て
い
な
い
が
、 

①
、 

②
に
相

　

当
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

※

市
の
担
当
者
が
調
査
し
ま
す

申
請
期
間　

８
月
16
日
㈫
〜
９
月

　

15
日
㈭

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま

　

た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

節
電
対
策
へ
の
取
り
組
み
成
果

の
見
え
る
化
と
し
て
「
省
エ
ネ
ナ

ビ
」
を
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。

　

こ
の
機
械
は
県
か
ら
借
り
受
け

る
も
の
で
、
本
市
に
は
３
台
の
割

り
当
て
が
あ
り
ま
し
た
。
貸
出
期

間
は
10
日
以
内
で
、
１
世
帯
当
た

り
１
回
の
貸
し
出
し
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

生
活
環
境
課
エ

　

コ
対
策
推
進
室　

☎
24―

６
２

　

６
９

【
市
税
】

　

市
・
県
民
税
第
２
期
分
と
国
民

健
康
保
険
税
第
２
期
分
の
納
期
限

（
口
座
振
替
日
）
は
８
月
31
日
㈬

で
す
。
お
近
く
の
金
融
機
関
、 Ｊ

Ａ
ま
た
は
市
役
所
市
金
庫
で
忘
れ

ず
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
口
座

振
替
納
付
の
方
は
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
県
税
】

　

個
人
事
業
税
１
期
分
の
納
期
限

も
８
月
31
日
㈬
で
す
。
県
内
に
事

務
所
や
事
業
所
な
ど
を
設
け
て
個

人
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
方
が
対

象
で
す
。
該
当
の
方
に
は
納
税
通

知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　
収
納
課（
市
税
）

　

☎
24―

６
２
５
６
、
県
由
利
地

　

域
振
興
局
県
税
課　

☎
23―

４

　

１
０
５

　

 「
要
約
筆
記
」
と
は
、
話
し
手

の
内
容
の
要
点
を
つ
か
み
、
筆
記

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
を
活
用
し
て
内

容
を
伝
達
す
る
、
耳
が
不
自
由
な

方
へ
の
情
報
保
障
の
一
つ
で
す
。

日
時　

９
月
24
日
㈯
〜
11
月
26
日

　

㈯
の
期
間
の
毎
週
土
曜
日
（
計

　

10
回
）　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

市
民
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 （
上
大
野
）

対
象　

要
約
筆
記
者
を
目
指
す
方

　

 （
定
員
10
人
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

９

　

月
15
日
㈭
ま
で
、
福
祉
支
援
課

　

☎
24―

６
３
１
４

広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう広報ゆりほんじょう平成23年平成23年８月15日号月15日号平成23年８月15日号

省エネナビの外観



　

ア
ク
ア
パ
ル
文
化
振
興
協
会
の

主
催
事
業
で
す
。

日
時　

９
月
７
日
㈬　

午
後
６
時

　

30
分
開
演
（
６
時
開
場
）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル

入
場
券
（
前
売
り
）　

一
般
＝
１

　
５
０
０
円
、
高
校
生
＝
千
円
、

　

小
・
中
学
生
＝
８
０
０
円
（
協

　

会
会
員
は
１
２
０
０
円
、
当
日

　

券
は
一
般
、
高
校
生
は
５
０
０

　

円
増
、
小
・
中
学
生
は
４
０
０

　

円
増
）

入
場
券
販
売
所　

コ
ン
ノ
楽
器
、

　

ヤ
マ
ハ
本
荘
店
、
ト
ガ
シ
電
機

　

商
会
、マ
イ
ソ
ニ
ッ
ク
、ミ
ュ
ー

　

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ
サ
サ
ヤ
、
ア

　

ク
ア
パ
ル

問
い
合
わ
せ
先　

ア
ク
ア
パ
ル　

　

☎
22―

５
６
１
１

　

市
商
工
会
女
性
部
由
利
支
部
で

は
、
由
利
高
原
鉄
道
の
Ｐ
Ｒ
活
動

と
地
域
活
性
化
を
目
的
に
「
お
ば

こ
で
Ｇ
Ｏ
！　

郷
！
」
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。
能
代
市
在
住
の

演
劇
活
動
家
、
善
バ
バ
こ
と
「
今

立
善
子
さ
ん
」
を
お
招
き
し
て
、

一
人
芝
居
と
講
演
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

開
催
日　

９
月
14
日
㈬

会
場　

前
郷
駅
、
ゆ
り
え
も
ん

内
容　

お
ば
こ
号
無
料
送
迎
（
先

　

着
50
人
、
本
荘
発
10
時
50
分
、

　

矢
島
発
11
時
52
分
）、
由
利
保

　

育
園
児
に
よ
る
絵
の
展
示
、
講

　

演
会
（
13
時
〜
、
テ
ー
マ
・
明

　

る
く
生
き
る
こ
と
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
由
利

　

支
所　

☎
53―

３
３
１
４
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　より地域に密着した親しみのあるケーブルテレビを目指して、市
民の皆さんに愛してもらえる名称を募集します。（例＝ゆりほんテ
レビ）
応募資格　本市にお住まいの方、本市へ通勤・通学をされている方
募集期間　～９月20日㈫（当日消印有効）
作品　応募される愛称（ふりがなも記入）と簡単な説明を記してく
　ださい。採用者には15,000円分の商品券を贈呈します。（採用愛
　称に複数の応募があった場合、抽選で１人に決定します）
応募方法　住所、氏名、年齢、職業（または学校名）、電話番号を
　明記の上、はがきかFAX、メールにてご応募ください
　
　
　
　有線テレビ施設の新設、撤廃、変更に関わる「指定工事業者」として、
登録を希望する業者を募集しています。
募集期限　８月31日㈬
登録に必要な資格　•第１級（幹線工事）または第２級（引き込み
　線工事）有線テレビジョン放送技術者の資格を有する者／•電気・
　通信などの有線テレビシステムに関する知識と技能を有し、かつ
　責任技術者が工事に専属できること／•施工に必要な設備と機械
　器具を備えていること
申し込み方法　登録希望の業者は「CATVセンター施設指定工事登
　録申請書」を提出してください。（申請書は同センターで交付）
　
　
　
　デジタル放送の対応など、宅内配線工事の部材や技術の統一を図
るための講習会を開催します。関係する事業所などの参加をお願い
します。
日時　９月15日㈭　午前10時～
会場　大内農村環境改善センター
申し込み方法　９月９日㈮まで、市販の履歴書に所定事項のほか、
　職歴欄に宅内配線の経験年数を記入してください（持参かFAXで
　の送信をお願いします）
参加要件　休業かつ年間を通して営業していない事業所を除きます。

　

庄
司
和
広
選
手
と
菊
地
勇
樹
選

手
が
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。

日
時　

８
月
20
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
正
午

会
場　

Ｂ
＆
Ｇ
由
利
海
洋
セ
ン

　

タ
ー

参
加
対
象　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

※

各
団
に
は
案
内
済
み
で
す
。
団

　

員
以
外
の
方
で
も
、
２
階
で
観

　

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

ス
ポ
ー
ツ
課　

　

☎
24―

６
１
８
３

　

２
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、

全
国
的
に
も
珍
し
い
神
仏
混
交
の

祭
典
。
み
こ
し
の
行
列
に
地
域
の

内
外
か
ら
数
多
く
の
獅
子
舞
が
参

加
し
て
、
豊
作
と
家
内
安
全
を
祈

願
し
ま
す
。

日
時　

８
月
22
日
㈪

会
場　

長
谷
寺
（
赤
田
）

問
い
合
わ
せ
先　

北
内
越
公
民
館

　

☎
22―

０
３
１
９

日
時　

８
月
27
日
㈯　

午
前
10
時

　

〜
午
後
４
時

会
場　

道
の
駅
「
岩
城
」

内
容　

漁
船
へ
の
体
験
乗
船
、
超

　

神
ネ
イ
ガ
ー
シ
ョ
ー
、
フ
リ
ー

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
抽
選
会
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会
岩

　

城
支
部
（
岩
城
総
合
支
所
産
業

　

課
内
）　

☎
73―

２
０
１
４

【
思
い
や
り
の
大
切
さ
】

日
時　

９
月
２
日
㈮　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時

講
師　

本
荘
人
権
擁
護
委
員
協
議

　

会　

会
長　

三
嶋
榮
一
さ
ん

【
相
続
問
題
一
般
に
つ
い
て
】

日
時　

９
月
６
日
㈫　

午
後
１
時

　

30
分
〜
３
時

講
師　

秋
田
地
方
法
務
局　

本
荘

　

支
局
長　

加
藤
孝
夫
さ
ん

【
共
通
事
項
】

会
場　

本
荘
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

定
員　

先
着
30
人
（
入
場
無
料
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

本

　

荘
公
民
館　

☎
22―

０
９
０
０

　

土
器
の
形
や
文
様
の
美
し
さ
に

注
目
し
、
美
術
的
な
視
点
か
ら
楽

し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
企
画
し
ま

し
た
。
市
指
定
文
化
財
を
は
じ
め
、

県
内
各
地
か
ら
特
徴
的
な
資
料
を

お
借
り
し
、
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間　

〜
９
月
25
日
㈰

会
場　
亀
田
城
佐
藤
八
十
八
美
術
館

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５

　

時
（
休
館
日
は
毎
週
月
曜
日
。

　

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
そ
の

　

翌
日
が
休
館
日
）

入
館
料　

一
般
＝
５
１
０
円
、
小

　

 

・
中
学
生
３
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

亀
田
城
佐
藤
八
十

　

八
美
術
館　

☎
74―

２
５
０
０

　

昨
年
は
千
人
が
参
加
。
完
走
者

に
は
商
品
券
や
自
転
車
な
ど
が
当

た
る
抽
選
会
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

９
月
24
日
㈯　

午
後
６
時

　

ス
タ
ー
ト
（
ス
タ
ー
ト
と
ゴ
ー

　

ル
は
商
工
会
館
）

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
３
８
０
０
円

　

 （
飲
食
券
５
枚
、
参
加
賞
あ
り
。

　

当
日
券
は
４
５
０
０
円
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
社
交
飲
食
同

　

業
組
合
（
岡
田

　

理
事
長
）  

☎
23

　

―

１
８
１
１
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菊地勇樹選手 庄司和広選手



新着案内
《一般書》
我が家の問題　　　　　奥田　英朗
樹液そして果実　　　　丸谷　才一
天上紅蓮　　　　　　　渡辺　淳一
きょう一日　　　　　　五木　寛之
絵本はこころの処方箋　岡田　達信
おじさん・おばさん論　海野　　弘
肖像画で読み解くイギリス王室の物語
　　　　　　　　　　　君塚　直隆
しづ子　　　　　　　　川村　蘭太
たとへば君　　河野裕子・永田和宏
和子の部屋　　　　　　阿部　和重
パパは今日、運動会　　山本　幸久
ぬるい毒　　　　　　　本谷有希子
すぐそこのたからもの　よしもとばなな
ゴランノスポン　　　　町田　　康
化合　　　　　　　　　今野　　敏
レイジ　　　　　　　　誉田　哲也
中国共産党　リチャード・マグレガー
千思万考　　　　　　　黒鉄ヒロシ
クラスづくりの極意　　岩瀬　直樹
だんだんおかあさんになっていく
　　　　　　　　　　おーなり由子
世界を知る101冊　　　海部　宣男
王家を継ぐものたち　ギド・クノップ
トーキョー・ストレンジャー
　　　　　　　　　　　姜　　尚中
３・１１クライシス！　佐藤　　優
日本人の誇り　　　　　藤原　正彦
原発事故残留汚染の危険性
　　　　　　　　　　　武田　邦彦
ほんとうの復興　　　　池田　清彦
おかえり。５ねんぶりの生協の白石さん
　　　　　　　　　　　白石　昌則
つなみ　被災地のこども80人の作文集
　　　　　　　　　　　文芸春秋編
節電・エコ生活50の知恵　船瀬　俊介
よくわかる最新ＬＥＤ照明の基本と仕組み
　　　　　　　　　　　中島　龍興
人口減少時代の大都市経済
　　　　　　　　　　　松谷　明彦
殿様の左遷・栄転物語　榎本　　秋
《児童書》
海をわたったヒロシマの人形
　　　　　　　　　　　牧野　鈴子
世界のカブトムシ　　　今森　光彦
戦争を取材する　　　　山本　美香
盆まねき　　　　　　　富安　陽子
図書室の日曜日　　　　村上しいこ
　「守り人」のすべて　　上橋菜穂子
しげちゃん　　　　　　室井　　滋
世界は気になることばかり
　　　　　　　　　　　五味　太郎
ねぇ知ってる？大図鑑　福岡　伸一
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　厚生労働省の調査によると、検診を受けなかった理由（本県分）
について、「時間がとれなかった」という回答が全体の２割を占め、
２番目に多い理由となっています。
　検診は、基本的に平日に実施しており、働く世代がなかなか受け
られないというのが実情です。そこで市では、初の試みとして、休
日に検診日を設け、今年度は、10月16日㈰を予定しています。
　近くなりましたら、本紙にてお知らせします。

　県では、80歳を過ぎて20本以上自分の歯を
持っている元気なお年寄りを募集しています。
皆さんのご応募、お待ちしています！
　【対　　象】昭和６年３月31日以前に生まれた
　　　　　　方で自分の歯が20本以上ある方
　　　　　　　（治療した歯があっても構いません）
　【応募期間】８月31日㈬まで
　【応募先・問い合わせ先】　
　　　　　　由利本荘保健所　☎22－4122
　　※口腔診査の結果「8020」と認められ
　　　た方には、“認定証”を交付します

　がん検診推進事業の一環として７月25日、本市で巡回キャラバンが
実施されました。会では、県内市町村のがん検診受診率について紹介
され、本市の受診率は、県平均より高いものの、20～30％台と低い現
状が示されました。これを受け、市では、本市における受診率向上に
向けた取り組みの強化や各種団体との協力体制について確認しました。

　県では、がんによる死亡者を減らすために、行政や企業、各種団
体が協働してがん検診の受診率を向上させる取り組みを進めようと
「県がん検診推進協議会」を６月に設立しました。
●今年度の取り組み
　•キャラバン隊が県内25市町村を巡回（６月～８月に実施）
　•タウンミーティングやがん講座を開催し、がんに関する正しい
　　知識やがん患者などから体験談を聞く機会を設ける　など

平成23年８月15日号 広報ゆりほんじょう

健やかな成長を願って ――
（８月３日　本荘・西目地域　１歳６カ月児健診）

由利本荘医師会  事務局　☎22－4085 ／健康管理課　☎22－1834

【司　会】　加賀　豊章　　　【シンポジスト】　伊藤　伸一 先生
　　　　　鈴木知栄子　　　　　　　　　　　中村　順子 先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　英　　裕雄 先生



Yurihonjo city public Relations.  2011

　市民の皆さんの情報提供の場として、
催しや会員募集など自主的な活動のお
知らせにご利用いただいています。
　このほど、掲載基準を定めました。
皆さんが気持ちよくご利用いただける
ようご理解・ご協力をよろしくお願い
します！

★申請期限
　締め切り日は「市民伝言板」のコー
　ナーに記載しています（厳守）

★掲載の回数（４月～翌年３月）
　・会員を募集するもの…１回まで
　・継続して開催する教室などの参加
　　者を募集するもの…２回まで

★申請手続き
　申請書と記事原稿を広報課へ提出
　　（ＦＡＸ、メール、郵送、持参のいず
　れか）※申請書は市ＨＰにあります

★掲載できないもの
　政治・宗教、営利を目的としたもの
　事実誤認・虚偽、誇大表現　など

★掲載基準 
　公共性があると認められるもの

小野　和真ちゃん（哲寛さん）一番堰

佐藤　泰聖ちゃん（佳史さん）薬師堂

佐々木陽輝ちゃん（　真　さん）石脇

池田　結依ちゃん（　学　さん）大浦

浅井あかりちゃん（俊光さん）石脇

渡辺　めいちゃん（　聡　さん）石脇

笹本　萊夢ちゃん（　寛　さん）石脇

阿部　大喜ちゃん（丈史さん）葛法

栗林　花帆ちゃん（公一郎さん）二番堰

三森　咲来ちゃん（　幸　さん）下大野

金子　由奈ちゃん（清紀さん）矢島町城内

阿蘇菜々海ちゃん（充広さん）矢島町元町

佐藤　勝永ちゃん（健悦さん）矢島町田中町

大友　　藍ちゃん（　司　さん）前郷

鈴木　里菜ちゃん（　大　さん）大谷

佐々木颯翔ちゃん（靖彦さん）小栗山

桃井　友心ちゃん（　将　さん）北福田

池田　和生ちゃん（伸寿さん）西目町沼田

　　かず  ま

　　たいせい

　　はる  き

　　  ゆ　い

　　  ら　む

　　たい  き

　　  か　ほ

　　  さ　く

　　ゆう  な

  な　な　み

　 しょうえい

　　　　あい

　　  り　な

　　ふう  と

　　ゆうしん

　　かず  は

内藤　倶子さん
（谷山小路・78歳）

成田テルヱさん
（石脇・91歳）

田口クニヱさん
（山田・86歳）

嶋村　トミさん
（田町・93歳）

佐藤　秀男さん
（鶴沼・82歳）

荘司　雄二さん
（観音町・79歳）

加藤　庄吾さん
（石脇・81歳）

中川　久一さん
（観音町・76歳）

佐藤　　男さん
（雪車町・79歳）

小笠原イセさん
（石脇・87歳）

金子　光男さん
（石脇・71歳）

小松セツ子さん
（柳生・70歳）

平成23年度（第104回）
本荘高校同窓会 総会のご案内

日時／９月３日㈯
　　　総　会：午後４時
　　　懇親会：午後５時
場所／本荘グランドホテル

懇親会費／5,000円（当日持参）

申し込み・問い合わせ／
事務局☎22－0832

考えてみよう  働きやすい職場
～仕事と家庭の両立支援講習会～
　企業経営者をはじめ、両立支
援に関心のある方の参加をお待
ちしています（入場無料）
日時／９月６日㈫　午後３時～
場所／ホテルアイリス
内容／
　●先進事業所取り組み紹介
　　㈱秋田新電元
　　総務課長  佐々木範文さん

　●実践アドバイス
　　仕事と家庭の両立支援企業
　　経営アドバイザー
　　社会保険労務士  祝修二さん

申し込み・問い合わせ／
　本荘法人会  長谷川さん

☎24－3050

講演会においでください！
日時／９月３日㈯
　　　午後１時30分～４時
場所／アクアパル　
演題／
　　「原発震災後・東アジアの
　　　　　平和と安全を語る」
講師／東京大学教員
　　　　　　　　高橋哲哉さん

　　　恵泉女子大学教員
　　　李泳采（イ・ヨンチェ）さん
参加費／500円
　※事前に下記で入場券をお買
　　い求めください
　●労働会館　　☎23－1527
　●ツルマイ薬品☎22－7823
問い合わせ／本荘平和労組会議

☎23－1527

人形供養祭を開催します
　どなたでも参加できます（無料！）
日時／９月10日㈯
　　　受け付け：午前９時～
　　　供 養 祭：午前11時30分
場所／ＪＡ葬祭虹のホールゆり
問い合わせ／㈱ジェイエイゆり
　葬祭センター☎27－1718
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ビーズアクセサリー講習会  開催
日時／８月28日㈰、29日㈪
　両日ともに
　　①午前10時～正午
　　②午後２時～４時　
場所／雑貨の店  猫じゃらし
内容／秋色のブレスレット作成
募集人数／各日時４人
参加料／材料費込み  1,500円
申し込み・問い合わせ／
　雑貨の店  猫じゃらし

☎44－8972

清徳幼稚園・清徳ベビー保育園
パンダくらぶ（未就園児の集い）
日時・内容／
　８月30日㈫　バルーン遊び
　９月27日㈫　運動会ごっこ
　10月25日㈫　マット遊び
　　各日とも午前11時～
　※日程が変更になる場合があ
　　ります
　　月初めにご確認ください
場所／清徳幼稚園
対象／未就園児とその保護者
内容／親子体操
　※専門の体育の先生が楽しく
　　指導します
持ち物／内履き・おしぼり
　※在園児の保育をご覧になりた
　　い方は11時前に来園できます
申し込み・問い合わせ／
　清徳幼稚園☎24－2501

鈴木　ミヨさん
（中梵天・92歳）

小川　文夫さん
（親川・76歳）

小池　正雄さん
（石脇・80歳）

渡邊　タカさん
（浜ノ町・84歳）

佐藤カネミさん
（船岡・83歳）

冨樫　正則さん
（二十六木・56歳）

五十嵐楊子さん
（石脇・69歳）

栗田　トミさん
（矢島町元町・82歳）

藤原　シゲさん
（矢島町城内・94歳）

三浦　誠三さん
（矢島町元町・83歳）

村上ハナオさん
（矢島町田中町・99歳）

佐藤　　貞さん
（矢島町立石・85歳）

畑澤アサヨさん
（矢島町城内・85歳）

大場　淨女さん
（岩城亀田最上町・87歳）

阿部　與七さん
（五十土・87歳）

菅原　チヤさん
（中館・80歳）

清野　利夫さん
（岩谷町・78歳）

佐々木恭太郎さん
（中俣・91歳）

石井　ヒサさん
（岩谷麓・86歳）

大友　　一さん
（高尾・77歳）

小笠原ナツエさん
（東由利老方・84歳）

阿部フクミさん
（東由利法内・82歳）

佐藤　民　さん
（東由利老方・82歳）

志村　多計さん
（西目町沼田・97歳）

佐々木ミツさん
（西目町海士剝・87歳）

阿部　米藏さん
（西目町出戸・91歳）

太田　弘子さん
（鳥海町上笹子・43歳）

太田　恒男さん
（鳥海町伏見・78歳）

三船　ユリさん
（鳥海町小川・84歳）

佐藤　伸吾さん
（鳥海町下川内・36歳）

秋田県誘致企業第１号
秋田プリマ食品㈱50周年記念　“第35回納涼祭” 開催！
　皆さまのご来場をお待ちしています
日時／８月20日㈯
　　　午後４時30分（雨天中止）場所／秋田プリマ食品㈱グラウンド内容／打ち上げ花火、トロピカ　ルムード満点のフラダンス、　豪華景品があたる抽選会、盆　踊り、各種模擬店など
問い合わせ／業務課

☎23－4186

人生をかえる “心づかい”

鳥海町ニューモラル連続講演会

日時／９月３日㈯～４日㈰

　　　午後７時～９時（２日連続）

場所／紫水館（鳥海町伏見）

講師／公益財団法人  モラロジー

　　　研究所 社会教育講師

　　　岡島英雄さん（福井県鯖江市）

聴講費／1,000円（２日間通して）

主催／秋田本荘モラロジー事務所

問い合わせ／小沼
さん

☎23－3436

本荘陶芸クラブ
創立35周年記念展示会
日時／９月３日㈯～５日㈪
　　　午前10時～午後７時
　※チャリティー（作品販売）
　　　午後２時～４時
場所／本荘文化会館  地階
問い合わせ／今野さん

☎22－1828


